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第 3章 幕末の江戸城 
 
 江戸城は、政庁で将軍の生活の場である本丸御殿を中心に複数の建物で構成されていました。江戸の

町は火事が多く、江戸城は焼失と再建を繰り返します。幕末の政治の舞台となったのは、万延元年(1860)

に造営された本丸御殿です。しかし、文久 3 年(1863)11 月に本丸御殿は焼失し、同年 6 月西の丸御殿も

焼失していたため、江戸城は全く御殿のない状態になりました。元治元年(1864)に再建された西の丸仮

御殿が「最後の江戸城」として新政府に引き渡され、皇居となりました。 

 ここでは、重要文化財の「江戸城造営関係資料（甲良家伝来）」の建築図面や古写真で幕末の江戸城を

ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 18世紀初期の江戸城のほぼ全域が描かれた図です。 

 建物の内部の表御殿、大奥御殿、堀や土手は色わけされていま

す。右中央の「御本丸」は、最も重要な御殿であり、政庁で将軍

の住居です。左中央の「西丸」は前将軍や世継の住居で、本丸が

焼失した際の仮御殿となりました。また、紅葉山には歴代将軍の

霊廟などがありました。(36.6×54.7cm  ) 

 

 

 

 

３２ 江戸御城之
え ど お し ろ の

絵図
え ず

  写  1 舗                           東京誌料 6151-2 ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 万延元年(1860)11 月に再建された本丸御殿の表、中奥の図

です。「表」では江戸幕府の政治や儀式が行われ、「中奥」は将

軍の日常生活の場で政務も行った場所です。この他に将軍の夫

人や子女などの生活の場である「大奥」がありました。 

 この本丸御殿は文久 3 年(1863)11 月に焼失してしまいます

が、再建されず西の丸が仮御殿となり、明治を迎えることにな

ります。(36×50cm) 
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万延度 写  1枚 縮尺 1:600                            東京誌料 616-11 ★ 
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 文久 3年(1863)6月に焼失し、元治元年(1864)に再建された西

の丸仮御殿の表・中奥の図です。 

 この御殿は文久 3 年(1863)11 月に焼失し、再建されなかった

本丸御殿の代わりとなります。財政難のため、従来の西の丸御殿

に比べ能舞台が無くなるなど構造が簡略化されました。この図

には、2 階の一部が記載された紙が貼られています。(61.9×

56.5cm ) 

 

 

３４ 西丸
にしのまる

仮御殿
かりごてん

向
むき

絵図
え ず

  

元治度  写  1舗  縮尺 1:300                                       東京誌料 6171-66 ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治初期に撮影された江戸城の本丸御殿跡の写真です。 

 写っている 櫓
やぐら

は数寄屋二重櫓、左の門は不二見宝蔵へ入る埋門（う

ずみもん）です。手前の広場には、本丸御殿の大広間や能舞台があり

ました。将軍家の霊廟や幕府の文庫である「紅葉山文庫」があった「紅

葉山」の茂みが数寄屋二重櫓の後ろに見えます。当時の荒廃した様子

がよくわかる写真です。(20×27.5cm) 

 

 

３５ 〔明治
め い じ

初年
しょねん

宮 城
きゅうじょう

写真集
しゃしんしゅう

  本丸
ほんまる

跡
あと

の光景
こうけい

〕  

[明治期] 写真 1 枚                                                            東京誌料 617-C3-5 
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●コラム 渋沢栄一 

特別文庫室には、今年注目の実業家渋沢栄一（1840-1931）が創設した論語中心のコレクションである

「青
せい

淵
えん

論語
ろ ん ご

文庫
ぶ ん こ

」があります。ここでは、関連資料をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当館の青
せい

淵
えん

論語
ろ ん ご

文庫
ぶ ん こ

は、実業家の渋沢栄一（青淵は渋沢の号）が創始した論語関係資料を中心とする文庫です。 

 渋沢は論語を道徳教育の基盤とし、道徳と経済の一致を唱えました。自身でも、大正 12年(1923) に論語の書写を計画し、

15年(1926)に完成させます。これはその自筆本です。後に複製版を知人に配布しました。(29.7×20cm) 

 

３６ 論語
ろ ん ご

                                                       

 澁澤榮一書 大正 15 年（1926）写  4冊                                  青淵論語文庫 15 

 

 

 

 

 

 東京誌料 6929-2 

 

 

明治 11 年(1878)の清国での飢饉救済について、国立銀行頭取の渋

沢栄一や郵便汽船三菱会社の岩崎
いわさき

弥太郎
や た ろ う

ら実業家 4 人が会談してい

る図です。渋沢は生活困窮者の保護施設である養育院の運営など慈善

事業にも大きく関わりました。 

 掲載している「朝野新聞」は明治期を代表する政論新聞です。(33.4

×23.2cm) 

 

 

 

 

３７ 朝野新聞
ちょうや しんぶん

 第千三百五十三
だいせんさんびゃくごじゅうさん

 岩﨑弥太郎
いわさき  やたろう

 澁沢栄一
しぶさわ えいいち

 益田孝
ますだ たかし

 笠野熊吉
かさの くまきち

        

山崎年信（1世）［画］ 林吉蔵  明治 11 年（1878） 1 枚                   東京誌料 008-C2-1 
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章 番号 書名 編著者 出版者 出版年月 請求記号 資料コード

１ 幕末・維新の「事件現場」江戸・東京 外川 淳／著  SBクリエイティブ  2019.8 T/ 210.5/ 5396/ 2019 7112307900

２ 浦賀大変!かわら版にみる黒船来航 田中葉子／編 浦賀歴史研究所 2014.11 210.59/ 5100/ 2014 7105811820
３ 船橋市史　近世編 船橋市史編さん委員会／編 船橋市 1998.3 213.5/ 629/ 2-2 5020230339
４ 高松彦三郎筆「内海御台場築立御普請御用

中日記」
高松彦三郎／[原著], 冨川武史 ／
[著]

冨川武史 [2012.6
序]

DT/ 35・210/ 5029/ 2012 7101323351

５ 黒船来航と品川台場品川歴史館特別展 品川区立品川歴史館／編 品川区立品川歴史館 1987.11 T/ 51・25/ 3004/ 1128062315
６ お台場品川台場の設計・構造・機能 淺川 道夫／著 錦正社 2009.6 T/ 51・395/ 5001/ 2009 5016786237
７ EDO-100 フカヨミ!広重『名所江戸百景』 堀口 茉純／著 小学館 2013.9 T/ 721.8/ 5031/ 2013 7102766570
８  歌川広重《名所江戸百景》のすべて 芸大コレ

クション展
歌川広重／[画] 芸大ミュージアムショップ 2007.7 T/ 721.8/ 5014/ 2007 5014187054

９ 江戸城　四海をしろしめす天下の府城（歴史群
像・名城シリーズ ）

学研 2000.4 T/0・090/ 5001/ 5000998701

１０ 外国新聞に見る日本 1本編国際ニュース事典 国際ニュース事典出版委員会／編
集

毎日コミュニケーションズ 1989.9 D/ 210.60/ 3016/ 1-1 1123905440

１１ 暗殺の幕末維新史　桜田門外の変から大久
保利通暗殺まで

一坂 太郎／著 中央公論新社 2020.11 210.58/5425/2020 7113640880

１２ 絵解き幕末諷刺画と天皇 奈倉 哲三／編著 柏書房 2007.12 721.8/ 5180/ 2007 5014430432
１３ 勝海舟と江戸東京 樋口 雄彦／著 吉川弘文館 2014.1 T/ 289.1/ 5113/ 2014 7103329550
１４ 戊辰戦争の新視点 下 奈倉 哲三／編 吉川弘文館 2018.3 210.61/ 5143/ 2 7110123430
１５ 錦絵解析　天皇が東京にやって来た！ 奈倉哲三／著 東京堂出版 2019.6 T/ 721.9/ 5013/ 2019 7114449280
１６ 大村益次郎伝 木村 紀八郎／著 鳥影社 2010.6 289.1/ オ42/ 602 5018563259
１７ 江戸城 築城と造営の全貌 野中 和夫／著 同成社 2015.5 T/ 34・521/ 5024/ 2015 7106069722
１８ 江戸城 1　城郭 伊東 竜一／著 至文堂 1992.10 D/ 5215/ 3307/ 1 1125564171
１ パンデミックvs.江戸幕府 鈴木 浩三 ／著 日経BP日本経済新聞出版本部,日経BPマー

ケティング(発売)
2020.12 332.1/ 6578/ 2020 7113745961

２ 鯰絵 震災と日本文化 宮田登 高田衛 ／監修 里文出版 1995.9 3851/ 3201/ 95 1127779218
３ 鯰絵 安政江戸大地震後の世相を伝える錦絵 埼玉県立歴史と民俗の博物館 ／編 埼玉県立歴史と民俗の博物館 2016.3 387.0/ 5352/ 2016 7107467199
４ 日本古典と感染症 ロバート キャンベル ／編著 KADOKAWA 2021.3 S/ 910.20/ 6242/ 2021 7114469390
５ 安政コロリ流行記 幕末江戸の感染症と流言 仮名垣 魯文 ／[著], 門脇 大 ／翻

刻・現代語訳
白澤社,現代書館(発売) 2021.5 210.58/ 5432/ 2021 7114255203

６ 幕末の風刺画 町田市立博物館 ／編集 町田市立博物館 1995 85/ 03C/ 1-95A 1115140281
７ 江戸の流行り病麻疹騒動はなぜ起こったのか 鈴木 則子 ／著 吉川弘文館  2012.4 498.0/ 5841/ 2012 7100388558
８ 種痘という<衛生> 近世日本における予防接

種の歴史
香西 豊子／著 東京大学出版会 2019.12 493.82/ 5038/ 2019 7112500810

９ 江戸幕府の感染症対策 なぜ「都市崩壊」を免
れたのか

安藤 優一郎／著 集英社 2020.10  493.80/ 5111/ 2020 7113518909

１ 江戸幕府大事典 大石 学／編 吉川弘文館 2009.12 R/ 210.50/ 5426/ 2009 5017864632

２ 古写真と古地図で体感する!失われた江戸城 原 史彦／監修 洋泉社 2013.1 T/ 34・521/ 5015/ 2013 7101825827

３ 江戸城 1　城郭 伊東 竜一／著 至文堂 1992.10 D/ 5215/ 3307/ 1 1125564171
４ 江戸城　（日本名城集成） 村井益男／責任編集 小学館 1986.7 DT/ 0・090/ 15 1124410958
５ 図説江戸城その歴史としくみ 決定版 平井 聖／監修 学研 2008.4 T/ 210.5/ 5187/ 2008 5015329833
１ 渋沢栄一伝記資料第41巻 竜門社／編 渋沢栄一伝記資料刊行会 1962 2891/ S579/ S1-41 1126729436

２ 渋沢栄一伝記資料第25巻 竜門社／編 渋沢栄一伝記資料刊行会 1959 2891/ S579/ S1-25 1126729276

３ 渋沢栄一日本のインフラを創った民間経済の
巨人 （ちくま新書）

木村 昌人／著 筑摩書房 2020.9 335.1/ 6233/ 2020 7113364526

章
番号 論文名　著者 雑誌名 出版者 巻（号）出

版年
ページ

１ 幕末の未解決刺殺事件　一八六一年のヒュー
スケン暗殺。＜日本のなかのドイツ④最終回
＞ ヨーゼフ・クライナー著

東京人 都市出版 151号
2000.3

p.91-97

２ ヒュースケンのことゞも　今宮 新著 史学 三田史学会 36（2/3）
1963.9

p.1-20
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３ 牛痘種痘法奨励の版画について 添川正夫著 日本医史学雑誌 日本医史学会 30（1）
1984.1

p.62-84
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